
月刊 ウィーン
GEKKAN-WIEN 

GEKKAN-WIEN  Dezember 2020  令和２年 12 月号  Nr. 373　gegründet 1989

2020  年12 月号

Monatsmagazin Japanisch
現地オリジナル取材と編集で
ウィーンを伝える月刊情報紙

創刊平成元年　創刊 31 年目   Nr. 373

Ferdinand Georg Waldmüller　Junge Dame in rosafarbenem Atlaskleid, 1846　CC BY 3.0 AT, Foto: Birgit und Peter Kainz, Wien Museum



Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」 3
　

日
本
経
済
団
体
連
合
会

は
十
一
月
九
日
、
二
〇
三
〇

年
に
向
け
て
（
一
）
Ｄ
Ｘ
（
五

月
に
発
表
し
た
デ
ジ
タ
ル

技
術
に
関
す
る
提
言
）
を

通
じ
た
新
た
な
成
長
、（
二
）

働
き
方
の
改
革
、（
三
）
地

方
創
生
、（
四
）
国
際
経
済

秩
序
の
再
構
築
、（
五
）
グ

リ
ー
ン
成
長
の
実
現―

を

柱
に
新
政
権
と
と
も
に
推

進
す
べ
き
施
策
を
提
言
す

る
成
長
戦
略
を
発
表
し
た
。

　

同
戦
略
で
は
、「
地
球
環

境
の
持
続
可
能
性
と
豊
か
な
生
活
が
両
立
す
る
社

会
」
を
未
来
像
の
一
つ
と
し
て
標
榜
。
新
政
権
の
目

指
し
て
い
る
「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」（
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
）
の
実
現
に
関

し
て
は
、
既
存
の
取
組
で
は
力
不
足
と
指
摘
。
脱
炭

素
社
会
を
目
指
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
一
層
加
速

化
す
べ
く
、
革
新
的
技
術
の
開
発
・
普
及
を
産
業
政

策
の
中
軸
と
位
置
付
け
た
上
で
、
次
世
代
蓄
電
池
導

入
な
ど
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
産
学

官
総
力
を
挙
げ
た
取
組
が
進
む
よ
う
長
期
的
な
国
費

投
入
を
求
め
て
い
る
。

　

原
子
力
に
つ
い
て
も
、「
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

手
段
」
と
、
重
要
性
を
改
め
て
示
し
た
上
で
、
継
続

的
な
活
用
に
向
け
て
、
安
全
性
向
上
の
取
組
や
再
稼

働
の
推
進
と
と
も
に
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
建
設
着

手
を
目
指
し
新
型
炉
（
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
、
高
温

ガ
ス
炉
、核
融
合
炉
な
ど
）
の
開
発
を
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
進
め
る
こ
と
を
提
言
。
一
方
で
、
再
稼

働
が
進
ま
ぬ
状
況
下
、
建
設
・
運
転
・
保
守
を
支
え

る
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
強
調
。
ま
た
、
原
子
力
の
必
要
性
に

関
し
国
が
前
面
に
立
ち
正
面
か
ら
論
じ
る
べ
き
と
も

述
べ
て
い
る
。

　
「
。
新
成
長
戦
略
」
と
題
す
る
今
回
の
提
言
に
つ
い

て
、
経
団
連
の
中
西
宏
明
会
長
は
、
序
文
の
中
で
「
こ

れ
ま
で
の
成
長
戦
略
の
路
線
に
一
旦
終
止
符
『
。』
を

打
ち
、『
新
』
し
い
戦
略
を
示
す
意
気
込
み
を
表
し
て

い
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

経
団
連
に
よ
る
成
長
戦
略

発
表
に
関
し
、
梶
山
弘
志
経

済
産
業
相
は
、
十
一
月
一
〇

日
の
閣
議
後
記
者
会
見
で
、

原
子
力
政
策
に
つ
い
て
、
国

民
の
信
頼
回
復
に
努
め
既
存

の
プ
ラ
ン
ト
の
再
稼
働
を
進

め
る
重
要
性
を
改
め
て
述
べ

た
上
で
、「
現
時
点
で
は
新

増
設
・
リ
プ
レ
ー
ス
は
想
定

し
て
い
な
い
」
と
、
政
府
の

方
針
に
変
わ
り
は
な
い
こ
と

を
明
言
。
ま
た
、「
二
〇
五
〇

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
実
現
に
向
け
て
は
、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
な
ら
ず
、
原
子
力
を

含
め
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
追
求
し
、
使
え
る
も
の

は
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
し
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
所
管
す
る
経
産
省
が
主
導
し
着
実
に

議
論
し
て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

両
市
の
特
徴
あ
る
企
業
（
そ
の
四
）
に
つ
い
て
述
べ

る
。
ウ
ィ
ー
ン
中
心
の
王
宮
近
く
に
あ
る
ウ
ィ
ー
ン

証
券
取
引
所
は
、
中
東
欧
証
券
取
引
グ
ル
ー
プ
の
中

心
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
内
だ
け
で
な
く
、
中

東
欧
に
お
け
る
証
券
取
引
所
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
世
界
の
中
で
も
歴

史
あ
る
証
券
取
引
所
の
一
つ
で
あ
り
、

一
七
七
一
年
に
設
立
さ
れ
た
。
当
時
は

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
時
代
で
、
マ

リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
治
世
下
に
あ
っ
た
。

国
債
発
行
を
通
じ
た
資
金
調
達
の
た

め
に
設
立
さ
れ
た
の
が
起
源
で
あ
る
。

現
在
、
取
り
扱
う
株
式
の
時
価
総
額

は
約
十
・
七
兆
円
、
毎
月
の
平
均
出
来

高
は
約
七
千
億
円
、
株
式
の
種
類
は

約
五
千
種
。
同
証
券
取
引
所
は
、
最

新
の
シ
ス
テ
ム
、情
報
、及
び
Ｉ
Ｔ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト

リ
ア
に
お
け
る
財
務
教
育
を
強
化
す
る
た
め
、
毎
年

三
五
〇
以
上
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
る
。
中
東
欧
の
ハ
ブ
と
し
て
、
世
界
と
地

域
の
金
融
市
場
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
信
し
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
の
ロ
ー
ム
は
、
佐
藤
研
一
郎
氏
が
立

命
館
大
学
在
学
時
に
考
案
し
た
炭
素
皮
膜
固
定
抵
抗

器
の
特
許
を
基
に
一
九
五
四
年
に
東
洋
電
具
製
作
所

と
し
て
創
業
し
た
。
八
一
年
に
変
更
し
た
現
社
名
は
、

抵
抗
を
示
す
Ｒ
と
抵
抗
の
単
位
オ
ー
ム
に
由
来
。
そ

の
後
、
大
規
模
集
積
回
路
の
製
造
を
手
が
け
始
め
、

現
在
は
様
々
な
機
能
を
顧
客
の
要
望
に
応
じ
て
Ｌ
Ｓ

Ｉ
上
に
集
積
す
る
カ
ス
タ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
が
主
力
で
、
我

が
国
の
集
積
回
路
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
。

従
業
員
は
約
二
万
二
千
人
、
売
上
げ
約
三
千
六
百
億

円
。「
品
質
を
第
一
と
す
る
。
文
化
の
進
歩
向
上
に
貢

献
す
る
」
を
企
業
目
的
と
し
て
い
る
。
毎
年
、
ク
リ

ス
マ
ス
前
に
右
京
区
に
あ
る
本
社
周
辺
の
道
路
一
帯

の
街
路
樹
に
電
球
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
飾
っ
た
京
都
市
最
大

級
の
ロ
ー
ム
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
音
楽
支
援
活
動
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
京

都
会
館
の
命
名
権
を
取
得
し
て
、
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー

京
都
が
二
〇
一
六
年
よ
り
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
両

社
と
も
国
内
ば
か
り
で
な
く
、
国
際
的
に
も
幅
広
く

事
業
を
展
開
し
て
い
る
の
が
似
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー
ン
駐
在
時
に

証
券
取
引
所
の
前
を
何
度
か
通
り
か
か
っ
た
が
、

中
で
の
用
事
は
な
か
っ
た
。
ロ
ー
ム
の
Ｌ
Ｓ
Ｉ
を

使
っ
た
製
品
を
利
用
し
て
い
る
と
思
う
し
、
ロ
ー

ム
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
も
訪

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
両
市
の

特
徴
あ
る
企
業
に
ま
つ
わ
る

話
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感

謝
し
つ
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
証
券

取
引
所
が
運
営
す
る
チ
ェ
コ

の
プ
ラ
ハ
証
券
取
引
所
近
く

を
訪
れ
た
際
に
描
い
た
プ
ラ

ハ
城
と
モ
ル
ダ
ウ
川
に
架
か

る
カ
レ
ル
橋
の
ス
ケ
ッ
チ
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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杉本純の原子力の話Ⅱ 「ウィーンと京都」 の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています ：  http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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W.A. モーツァルト
レクイエム KV626  初演

1791 年 12 月 10 日
ウィーン 聖ミヒャエル教会
ヴォルフガング・アマデウス・モー
ツァルトは 1791 年 12月５日０時
55分、「レクイエム」を未完成のま
ま、ウィーンで35歳の生涯を閉じた。
葬儀は12月6日か７日にシュテファ
ン大聖堂の十字架礼拝堂で行われ、
聖マルクス墓地に埋葬された。
1791年 12月10日に聖ミヒャエル
教会でモーツァルトのための鎮魂ミ
サが行われ、モーツァルトの未完の
「レクイエム」が初演された。
教会に支払うミサの費用はエマニュ
エル・シカネーダとヨーゼフ・フォン・
バウエルンファイントが受け持ち、聖
ミヒャエル教会の音楽家たちはモー
ツァルトのために無償で演奏した。


